
２
３

４～５

年頭のあいさつ
麻里府小学校の統合についてなど
医療費の抑制にご協力ください

田布施町役場　企画財政課
〒 742-1592   
山口県熊毛郡田布施町大字下田布施 3440 番地 1
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　１月４日（日）、田布施町成人式が西田布施公民館
で行われました。
　式には、新成人118人（男性49人、女性69人）が
出席し、気持ちを新たにしました。

■表紙の
　　写真

HP:http://www.town.tabuse.lg.jp　
E-mail:kikakuzaisei@town.tabuse.lg.jp
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年
頭
の
あ
い
さ
つ

田布施町長  長信　正治

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
お
健
や
か
に
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
町
長
と
し
て
昨
年
11
月
に
３
期

目
を
迎
え
、
引
き
続
き
町
長
の
重
責
を
担

当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
新
春
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
お
約
束
い
た
し
て
ま
い
り

ま
し
た
「
住
み
よ
さ
山
口
県
一
の
ま
ち
づ

く
り
」
に
向
け
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
一

体
と
な
っ
て
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
多
く
の
大
型
イ
ベ
ン
ト

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
７
月
に

は
世
界
ス
カ
ウ
ト
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
が
山
口

県
で
開
催
さ
れ
、
世
界
各
地
か
ら
山
口
県

に
３
万
人
以
上
の
子
ど
も
た
ち
や
関
係
者

が
集
ま
り
ま
す
。
田
布
施
町
に
も
２
８
０

人
の
子
ど
も
た
ち
が
町
内
の
各
学
校
や
企

業
を
訪
れ
、
児
童
生
徒
と
の
交
流
事
業
や

企
業
視
察
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
10
月

に
は
全
国
健
康
福
祉
祭
や
ま
ぐ
ち
大
会

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
お
い
で
ま
せ
！
山
口

２
０
１
５
」
が
開
催
さ
れ
、
本
町
の
引
受

け
競
技
で
あ
る
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
交
流
大

会
に
全
国
か
ら
約
70
チ
ー
ム
を
迎
え
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。
町
を
あ
げ
て
、
最
高
の

お
も
て
な
し
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

町
政
関
係
に
つ
い
て
は
厳
し
い
財
政
状

況
が
続
き
ま
す
が
、
荒
廃
農
地
の
解
消
や

再
生
に
向
け
た
国
の
ほ
場
整
備
事
業
の
推

進
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
よ
る
町
民
、
高
齢

者
の
健
康
づ
く
り
の
推
進
、
家
庭
と
学
校

と
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
教
育
に
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
麻
里
府
小
学
校
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
年
４
月
１
日
か
ら
麻
郷
小
学
校
に

統
合
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
跡
地
利
用
や
地
域
振
興
策
に
つ
い
て

は
、
麻
里
府
地
域
の
方
々
の
ご
意
見
を
お

聞
き
し
、
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
田
布
施
町
合
併
60
周
年
の
記
念

す
べ
き
年
で
も
あ
り
ま
す
。
60
周
年
記
念

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
い
た
し
ま
し
た

「
絆
深
め
て
60
年　

と
も
に
未
来
へ　

田

布
施
町
」
に
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
よ
う
に
、

今
日
の
田
布
施
町
を
築
か
れ
た
偉
大
な
諸

氏
に
敬
意
の
念
を
表
す
と
と
も
に
、
将
来

に
向
け
て
、
笑
顔
で
住
み
良
い
ま
ち
づ
く

り
が
実
現
で
き
ま
す
よ
う
皆
様
と
と
も
に

歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
も
更
な

る
「
躍
進
」
の
年
と
し
、
本
町
の
特
性
を
生

か
し
た
魅
力
あ
る
田
布
施
の
実
現
を
目
指

し
て
全
力
で
頑
張
り
抜
く
こ
と
を
お
誓
い

し
、
新
春
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

絆
深
め
て
60
年

　
　

と
も
に
未
来
へ

要
、
②
24
時
間
利
用
可
能
、
③
計
算
誤
り
な

し
、
④
郵
送
な
ら
待
ち
時
間
な
し
で
す
。

■
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.nta.go.jp/

●
年
金
所
得
者
の

　
　
　

確
定
申
告
不
要
制
度
に
つ
い
て

　
　

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
が
４
０
０
万
円

以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
公
的
年
金
な
ど
に
係
る

雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ

る
場
合
に
は
、
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得

税
の
確
定
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

●
復
興
特
別
所
得
税
の

　
　
　

記
載
漏
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
　

平
成
25
年
分
か
ら
平
成
49
年
分
ま
で
、
復

興
特
別
所
得
税(

原
則
と
し
て
各
年
分
の
所

得
税
額
の
２
．
１
％)

を
所
得
税
と
併
せ
て

申
告
・
納
付
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

確
定
申
告
書
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、「
復

興
特
別
所
得
税
額
」
欄
の
記
載
漏
れ
の
な
い

よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。（
還
付
申
告
の

人
を
含
め
、
申
告
さ
れ
る
全
て
の
人
に
つ
い

て
、
記
載
が
必
要
と
な
り
ま
す
。）

所
得
税
の
確
定
申
告
は

　

正
し
く
書
い
て
お
早
め
に 

▽
申
告
の
相
談

●
期
間　

２
月
16
日
（
月
）
～
３
月
16
日
（
月
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
［
土
・
日
を
除
く
］

　

※
受
付
は
午
後
４
時
ま
で
で
す
。

●
場
所

・
光
税
務
署
（
光
市
虹
ヶ
浜
３
‐

　10
‐
１
）

・
ピ
ピ
５
１
０（
Ｌ
ホ
ー
ル
）（
周
南
市
糀
町
１
‐

　17
）

所
得
税
お
よ
び
復
興

特
別
所
得
税
・
贈
与
税

３
月
16
日
（
月
）

消
費
税
・
地
方
消
費
税

（
個
人
事
業
者
）

３
月
31
日
（
火
）

▽
申
告
・
納
付
期
限

問
光
税
務
署

　

☎
０
８
３
３
‐
71
‐
０
１
６
６

●
申
告
書
の
作
成
は
、
便
利
な

　
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」で

　
　

確
定
申
告
期
間
中
の
申
告
会
場
は
、
大
変

混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
申
告
書
は
、
ご
自

分
で
作
成
さ
れ
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ま
た
は
郵
送

な
ど
に
よ
り
提
出
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

　
　

ま
た
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定

申
告
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
し
、
書
面

で
提
出
す
る
場
合
に
は
、
①
住
基
カ
ー
ド
不

麻
里
府
小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

　

麻
里
府
小
学
校
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
麻
里
府
地
域
の
教
育
や
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
担

い
、
大
切
に
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
急
速
な
少
子
化
の
伸
展
の
中
、
平

成
27
年
度
の
全
校
児
童
は
十
数
人
に
激

減
、
新
入
生
の
予
定
も
無
い
こ
と
や
、
校

舎
の
耐
震
工
事
や
改
築
に
巨
額
費
用
を
要

す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
麻
郷
小
学
校
へ
統

合
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
麻
郷
小
学

校
へ
の
統
合
に
あ
た
っ
て
は
、
保
護
者
や

地
域
代
表
な
ど
と
話
し
合
い
を
重
ね
て
ま

い
っ
た
結
果
、
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら

の
統
合
で
ご
了
解
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
27
年
３
月

31
日
を
も
っ
て
麻
里
府
小
学
校
を
廃
校

し
、
同
年
４
月
１
日
に
麻
郷
小
学
校
に
統

合
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。
麻
里
府
小
学
校

卒
業
生
の
皆
さ
ま
、
麻
里
府
地
域
や
関
係

の
皆
さ
ま
に
は
、
長
い
間
、
麻
里
府
小
学

校
を
支
え
て
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

田
布
施
町
長  

長
信　

正
治

閉校式：平成27年３月26日（木）
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問健康保険課　☎ 52 ‐ ５８０９

国民健康保険に加入されている人へ

医療費の抑制 にご協力をお願いします

2015　1/9 号　広報たぶせNo.937

　国民健康保険に加入されている人は、病気やけがにより医療機関などで治療を受けられた場合に、実際
にかかった費用の一部（負担割合に応じた自己負担額）を医療機関などの窓口で負担するだけで済みます。
また、入院や手術などで高額な医療費がかかった場合でも高額療養費の支給を受けることができます。

　皆さんが安心して医療が受けられるよう重要な役割を担っている国民健康保険ですが、急速に進む高
齢化や医療技術の高度化、生活習慣病患者の増加などの要因により、医療などの費用額（病院での診察
や入院、調剤などの費用額）が増加し、国民健康保険の運営は大変厳しい状況になっています。

　25年度の医療などの費用額は22年度（３年前）と比べて１億8802万円増加し、１人当たり（年度毎
の平均加入者数で換算）で６万円も増加していることになります。国民健康保険の平均加入者数は年々
減少しているにもかかわらず、件数が増加していることが要因です。

平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度

 医療などの費用額
　　　前年度との比較

15 億 446 万円 15 億 3375 万円 16 億 3096 万円 16 億 9248 万円

＋ 2929 万円 ＋ 9721 万円 ＋ 6152 万円

１人あたりの療養諸費
（平均加入者数）

　　　前年度との比較

32 万 5783 円
（4,618 人）

33 万 9701 円
（4,515 人）

36 万 5522 円
（4,462 人）

38 万 5794 円
（4,387 人）

＋ 1 万 3918 円 ＋ 2 万 5821 円 ＋ 2 万 272 円

 件数（※）
　　　前年度との比較

70,685 件 72,138 件 72,529 件 73,911 件

＋ 1,453 件 ＋ 391 件 ＋ 1,382 件

前年度との比較　

前年度との比較　

前年度との比較　

【国民健康保険加入者の医療などの費用額の推移】

（※）件数…保険者（町）に対して、医療機関や薬局が被保険者毎に月単位で作成する診療・調剤の請求書や
　　　　　療養費の支給申請の年間件数

　上記の医療などの費用額に対して、国民健康保険が負担した保険給付費は以下のとおりです。
　医療などの費用額の増加に伴い、保険給付費も年々増加しています。25年度は22年度（３年前）と
比較して、１億4124万円も増加していることが分かります。

【医療費に対する保険給費費の推移】

　保険給付費は皆さんから納めていただいている国民健康保険税などの財源で賄っています。保険給
付費が増加していけば、それを賄う財源も当然必要となるため、国民健康保険税の改定なども検討せ
ざるを得ない状況になってきます。

　そうしないためには、皆さん一人一人にご協力いただき、保険給付費を少しでも抑制していくこと
が重要です。皆さんのご協力をお願いいたします。

平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度

 保険給付費
　　　前年度との比較

10 億 9157 万円 11 億 1329 万円 11 億 8397 万円 12 億 3281 万円

＋ 2172 万円 ＋ 7068 万円 ＋ 4884 万円前年度との比較　

医療費を抑制するため皆さんにご協力いただきたいこと

かかりつけ医をもちましょう 重複受診はやめましょう

休日や夜間の診療は控えましょう
「おくすり手帳」を持参しましょう

ジェネリック医薬品を活用しましょう

特定健診を受診しましょう

整骨院や接骨院を利用する際は十分確認しましょう

　日常的な病気の治療や相談などに応じてもらえ
る「かかりつけ医」を持つことが大切です。病歴や
健康状態を常に把握する「かかりつけ医」をもつこ
とで健康管理に関する適切なアドバイスを受ける
ことができます。

　同じ疾患で複数の医療機関を受診すると、検査
料や薬などの費用が重複してかかり医療費の増加
につながります。また、各医療機関では治療され
ている疾患に対して必要な用量・用法の薬を処方
しているため、それらを重複して服用されると体
に悪影響を及ぼす可能性があります。

　休日や夜間に開いている救急医療機関は、緊急
性の高い患者さんのためのもので、医療費も高く
設定されています。緊急時以外は、平日の時間内
に受診することを心がけましょう。 

※子どもさんの急な病気にどう対処したらよいのか、
病院の診療を受けたほうがいいのかなど判断に迷っ
た時には、小児科医師・看護師に電話で相談ができ
る「小児救急電話相談（電話番号「#8000」）をご
利用ください。

　薬は飲み合わせにより副作用が生じることがあ
ります。診察をうける際には「おくすり手帳」をか
かりつけ医や薬局に持参し、処方されているお薬
の服薬履歴が分かるようにしましょう。

　ジェネリック医薬品（後発医薬品）は、新薬（先
発医薬品）と同等の効果で価格が安いというメ
リットがあります。医師や薬剤師に相談された上
で、ジェネリック医薬品への切替えが可能であれ
ば積極的に活用しましょう。

　生活習慣病にかかると医療機関での治療や服薬
が必要となります。40歳から74歳までの人には
毎年生活習慣病の早期発見や予防に役立つ特定健
診の受診券を送付しています。一年に一回は特定
健診を受診して健康状態を確認しましょう。
　また、特定健診の結果、生活習慣の改善が必要
と判定された人は、生活習慣を見直すための特定
保健指導を受けましょう。

　整骨院や接骨院を利用される場合、国民健康保険
が適用されるのは外傷性のけがのみです。慢性的な
症状や内科的な要因によるものなどに対しては保険
が適用されません。保険が適用されるものと適用さ
れないものを十分確認の上、施術を受けましょう。
　保険が適用されないものに対する施術と確認された
場合、全額自己負担となりますのでご注意ください。

・整骨院や接骨院の施術者に負傷原因（いつ、どこで、
何をして、どのような症状か）を十分説明し、保
険の適用されるものに該当するかどうかを十分確
認しましょう。

・長期間施術を受けているにもかかわらず症状が改
善されない場合は、外傷性の要因ではなく病気な
どの要因も考えられますので医師による診断を受
けましょう。

○ … 保険が適用されるもの
・外傷性のねんざ・打撲・挫傷（肉離れなど）

・骨折・脱臼の施術（医師の同意がある場合のみ）

× … 保険が適用されないもの
・慢性的な肩こりや筋肉疲労

・仕事やスポーツなどによる筋肉疲労や筋肉痛

・病気（神経痛、リウマチ、五十肩、関節炎、ヘ

ルニアなど）が原因の痛みや肩こり

・脳疾患後遺症などの慢性病

・症状の改善がみられない長期の施術

・病院や診療所で同じ負傷の治療を受けているもの

・仕事中や通勤途中に起きた負傷（国民健康保険

ではなく労災保険からの給付になります。）
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　今、町では「我が町のスポーツ推進事業」として、
人の基本動作である歩くことを取り上げ、一人で
も多くの人が歩くことを通じて健康な毎日を過ご
すことができたらと、ウォーキングに取り組んで
います。車社会の今日、通いなれた道を歩いてみ
てください。ちょっと違った発見ができると思い
ます。
　

　私も仲間たちと作った、魅力再発見ウォーキン
グマップコースを月に一、二度参加者を募り歩い
ています。１月は、19 日の午前８時 30 分から、
麻郷公民館をスタートするコースを歩きます。興
味のある人はご参加ください。
　みんなで楽しく歩きましょう。お待ちしており
ます。

デザイン：石ノ森　章太郎

生涯学習のマスコット “ マナビィ ”

NO.267

　健康に関心が高い現代において、いつでもどこでも容易に取り組む
ことができるウォーキングについて、スポーツ推進委員や田布施ス
ポーツクラブ会長をしておられる鳥越さんに語っていただきました。

　我が町スポーツ “ウォーキング ”

八和田自治会　鳥越　昭
しょうじ

次

　私とウォーキングのかかわりは、スポーツクラ
ブの事務局の人に、ウォーキングの指導員の講習
会があるけど一緒に行こうと誘われて参加したの
がきっかけでした。

　講習会で学んだ事は、両腕を曲げ肩甲骨が動く
ように前後に腕を振り、視線は景色を楽しむよう
に先を見て、つま先でけりだし、踵

かかと

で着地。足の
付け根から腰全体を使って前に出し、日頃の歩幅
より大きく、目標70cm（私の足では、少しきつ
い・・）なおかつ、速く歩く、１km10分を目標
にということでした。
　家に帰ってから、時間がある時にやってみるが
なかなか続かない、途中で向こう脛

ずね

のあたりが痛
くなる。腕の振りも小さくなる。それでも続けて
いると、だんだんと歩けるようになりました。今
では、少々の距離は大丈夫になりました。

　米づくりは古くから日本人の生
なりわい

業。「人と田ん
ぼ」は切っても切れない深い結びつきがあります。
ところが、今はお米の消費量に陰りが見え始めた
といい、講師の先生曰

いわ

く「朝ご飯が朝ごパンになっ
ている」。当教室の試みは、そうした米食離れに
一石を投じるものです。
　「田植え」「メダカすくい」「稲刈り」をひとくくり
にシーズンを通して活動し、四季折々の田んぼの
風情に身をゆだねながら、実のある時を過ごします。

地域協育ネット  田んぼの教室 社会教育課たぶせキッズ教室シリーズ④

　初夏の田植え。生長すれ
ば「米１粒が1000粒に」と
教わり、せっせと「手植え」
に勤しむ子どもたちの姿が
印象的でした。夏は「メダ
カすくい」。色とりどり約

400匹を田んぼに放流。稲の間を縫うように泳ぐ
メダカを必死になって追いかけました。そして秋
は待ちに待った「稲刈り」。鎌で刈り取りハゼかけ
をする古くからの手法を体験。お米が食卓に上が
るまでの過程や、生産者の苦労を目の当たりにし、
感謝の気持ちや自然を大切にする心を膨らませる
ことができました。
　古

いにしえ

から日本の文化を形作ってきた米づくり。「人
と田んぼ」の深い縁を、これからも守り育ててい
きたいものです。

平
成
26
年　

発
掘
調
査
レ
ポ
ー
ト

　
　
（
田
縫
遺
跡
・
大
迫
Ａ
遺
跡
・
大
迫
Ｂ
遺
跡
）

　

中
西
地
区
の
田
縫
遺
跡
・
大
迫
Ａ
遺
跡
・
大
迫
Ｂ
遺

跡
は
中
西
自
治
会
と
大
国
木
自
治
会
が
接
す
る
辺
り
、

県
道
光
柳
井
線
の
南
側
に
所
在
し
て
い
ま
す
。

　

田
縫
遺
跡
は
、
石
で
で
き
た
削
器
と
み
ら
れ
る
道
具

や
矢
じ
り
、
縄
文
時
代
晩
期
の
土
器
を
含
む
土ど
こ
う擴
、
骨

（
種
類
は
特
定
で
き
て
い
な
い
）が
確
認
さ
れ
た
炉
状
の

遺
構
、
中
世
の
土
師
器
皿
が
柱
穴
か
ら
出
土
し
た
掘
立

柱
建
物
１
棟
な
ど
が
確
認
さ
れ
、
縄
文
・
鎌
倉
時
代
の

遺
跡
で
あ
る
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

大
迫
Ａ
遺
跡
は
掘
立
柱
建
物
が
１
棟
、
中
世
の
土
器

シリーズ③

文
化
財

を
複
数
含
む
溝
状
遺
構
な
ど
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
石

で
で
き
た
矢
じ
り
や
弥
生
式
土
器
な
ど
も
確
認
し
ま
し

た
が
、
出
土
土
器
の
状
況
な
ど
か
ら
鎌
倉
時
代
以
降
の

遺
跡
で
あ
る
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

大
迫
Ｂ
遺
跡
は
、
17
個
の
柱
穴
状
遺
構
や
８
基
の
溝

状
遺
構
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
が
、
明
確
な
時
期
や
性
格

の
わ
か
る
遺
構
は
あ
り
ま
せ
ん
。遺
物
包
含
層
か
ら
は
、

中
世
の
土
師
器
、
瓦
質
土
器
、
土
師
質
土
器
、
青
磁
、

白
磁
な
ど
が
多
く
出
土
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
発
掘
調
査
で
確
認
で
き
た
遺
構
、
遺
物
は
今

後
精
査
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
地
域
の

歴
史
を
知
る
う
え
で
重
要
な
資
料
と
な
る
と
思
わ
れ
ま

す
。

◇
問
合
せ
先

　

社
会
教
育
課
文
化
財
調
査
室

　

☎
25
‐
３
１
８
５

炉状の遺構

▲作業風景

▲表土除去状況
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① 

人
参
は
、ピ
ー
ラ
ー
で
そ
ぎ
切
り
に
す
る
。赤
唐
辛
子
は
、

半
分
に
切
っ
て
種
を
取
り
、
小
口
切
り
に
す
る
。

② 

鍋
に
ご
ま
油
を
熱
し
、
ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
と
赤
唐
辛
子

を
入
れ
て
サ
ッ
と
炒
め
、
さ
ら
に
人
参
も
加
え
て
炒
め

る
。
し
ん
な
り
し
た
ら
、
醤
油
と
水
を
加
え
て
炒
め
煮

に
す
る
。

＊
献
立
提
供　

江
木
和
子
先
生

★
人
参
と
じ
ゃ
こ
の
き
ん
ぴ
ら
★

人
参
の
優
し
い
甘
み
と
唐
辛
子
の
ピ
リ
ッ
と
し
た
辛
さ
が
ク

セ
に
な
る
、
副
菜
レ
シ
ピ
で
す
。

野
菜
の「
作
り
置
き
」に
最
適
！

作
り
方

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

材
料
（
４
人
分
）

１人分の栄養価
エネルギー…55kcal
たんぱく質…2.5g　脂質…3.2g
カルシウム…23mg 塩分…0.9g

人参　　　　　　　　　 160g
ちりめんじゃこ　　　　　20g
赤唐辛子　　　　　　　　１本
ごま油　　　　　　　大さじ１
醤油　　　　　　　　大さじ１
水　　　　　　　　　大さじ２
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問保健センター　　☎ 52 ‐ ４９９９

■ 免疫力がアップする食材

　風邪をひきやすい人は、「免疫力」が低下している可能性があります。免疫には、病原体の侵入を防

いだり、侵入した病原体をいち早く退治してくれたりする大切な働きがあります。

　食事で「免疫力」を高め、風邪に負けない元気な体を作りましょう。

健康づくり推進キャラクター

★免疫細胞をつくる

　◎たんぱく質…大豆、肉、魚、卵

　　・体を構成する基本材料で、効率的に免疫細胞を生成します。

　　・大豆の免疫力アップ効果は食材の中でトップクラス。粘膜強化のビタミンB群や食物繊維が豊富です。

★免疫機能を高める

　◎野菜・果物…ほうれん草、人参、玉ねぎ、キャベツ、ごぼう、トマト、ピーマン、ごま、りんご、

　　　　　　　　ブルーベリーなど

　　・特徴的な色、香り、苦味などには強い抗酸化作用があり、免疫力を高めます。

　　　多様な種類の食材を取り入れると効果的です。

　　・豊富なビタミン群が免疫機能を支えます。

　　　特にビタミンCは、免疫力低下の要因であるストレスの緩和に有効です。

★腸内環境を整える

　腸には免疫細胞の約70%が集まっているため、腸内をきれいに保つことが免疫力アップの秘訣です。

　◎食物繊維…海藻、きのこ、豆類、いも、れんこん、バナナなど

　　・腸の活動を活発にし、腸内環境を整えます。善玉菌の増殖にも役立ちます。

　◎乳製品・発酵食品…ヨーグルト、納豆、キムチなど

　　・腸内の善玉菌を増やします。納豆には、細胞を活性化させる成分もあります。

★体を内側から温める

　免疫細胞が活発に働くのは、体内温度が36.5℃以上のときです。

　低体温の人は、体を温める食材を取り入れましょう。

　◎辛味・酸味・香味…唐辛子、酢、にんにく、生姜、こしょう、カレー粉など

引用：Dr.クロワッサン「免疫力の上がる食べ方」／株式会社マガジンハウス（2013年５月7日発行）

Town News

Tabuse

　11月23日（日）、埼玉県で行われた第22回高校
生ロボット相撲全国大会で、田布施農工高等学校
メカトロ研究部の岩原航平さんと弘中建さんが優
勝しました。
　メカトロ研究部が出場した「高校生ラジコン型」
部門は、無線コントローラーでロボット力士を動
かし戦います。岩原さんと弘中さんはラジコン型
ロボット「韋駄天」を操縦し勝利をつかみました。

高校生ロボット相撲全国大会で優勝

バドミントン選手権大会で二冠
　11月22日（土）、第31回全日本シニアバドミ
ントン選手権大会が愛知県で行われ、石井伸子さ
んが70歳以上女子シングルスと同ダブルスの２
種目で優勝という快挙を成し遂げました。
　この大会には各地の強豪選手たちが出場してお
り、３日間にわたり激しい試合を繰り広げました。
　また、石井さんは12月に行われた第９回全日本レ
ディースバドミントン競技大会でも優勝しています。

人権スローガン作品
　平成26年度山口県人権に関するスローガン募集の入賞者が次のとおり決まりました。

　■優秀（一般の部）
　　　「おかげさまの　心でつなぐ　やさしい社会」　　長迫　幸江さん　（麻郷団地）

　麻里府小学校の放課後子ども教室が文部科学大
臣賞を受賞し、12月12日（金）、町長に受賞を報
告しました。
　放課後子ども教室では、子どもたちが地域の教育
支援の皆さんから創作活動や昔遊びなどを学んでい
ます。この内容が子どもたちの興味・関心を引きだ
すものであることや、学校と地域のつながりを深め
たことが評価され、今回の受賞となりました。

麻里府小が受賞　「放課後子ども教室 文部科学大臣賞」、「花いっぱい運動県知事賞」

　また、麻里府小学校は11月20日（木）に県庁に
おいて「平成26年度山口県花いっぱい運動知事
賞」を受賞し、12月５日（金）、町長に受賞を報告
しました。
　この賞は、県・県教育委員会・県土緑化推進委
員会が推進する花いっぱい運動に顕著な功績の
あった団体に贈られるものです。麻里府小学校は
今回で３年連続の受賞となります。

「寒い冬も風邪知らず！健康を保つ食事のコツ」
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２ 日　鬼のお面作り
９ 日　ボールプールで遊ぼう
16 日　ひな人形作り
23 日　身体測定

３ 日　鬼のお面作り
10 日　おにぎりギュッ！
17 日　ひな人形作り
24 日　身体測定
27 日（金）調理実習※限定 10 組

赤ちゃんサロン

10 ： 00 ～ 12 ： 00

【２月行事】

毎週月曜日
０歳児対象

毎週火曜日
１歳児対象

★はいはい

★よちよち

毎週木曜日
２歳児対象★すくすく

５ 日　体を使って遊ぼう
12 日　おにぎりギュッ！
19 日　ひな人形作り
26 日　身体測定

11

★全員対象

18 日（水）　誕生会

※７日（土）、 28日（土）は、 園の行事のためお休みです。

（Ｈ 25 年４月２日以降生まれ） （Ｈ23年４月２日～Ｈ24年４月１日生まれ）

  25 日（水）マタニティサロン
　　　　　　　妊婦さん対象　

   9 :30 ～ 16:00
 12:15 ～ 13:15）

   
9:30 ～ 12:00

月～金曜日
（昼休み

土曜日

防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容　
電
話
で
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

☎
51
‐
４
０
１
１
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カ

サ

コ

ソ

と

落

葉

ま

あ

る
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冬
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も
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振
り
向
い
て
見
る
人
生　

今
日
と
い
う
ひ
と
日
加
え
る

悲

し

み

の

風

に

乗

り　

喪

中

ハ

ガ

キ

届

く

昔

の

私

今

の

私　

す

べ

て

が

私

花
を
活
け
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え
て　

た
だ
た
だ
佳よ

い
お
天

気

　
　
　
　

喜
生
句
会

受
話
器
よ
り
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き
声
や
実
南
天 

國
近　

菊
枝

誰
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チ
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春
か
な 

今
井
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子

コ
ー
ヒ
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の
香
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で
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ぎ
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り 
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枝
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負
う
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数
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や 
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美
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子

来
る
年
は
亡
き
夫
の
干
支
冬
の
虹 

田
邊
留
美
子

年
用
意
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い
ま
な
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ひ
と
削
り 

森
永　

初
惠

芯
太
き
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
冬
木
の
芽 

片
山　

淳
子

　
　
　
　

短
歌

知
ら
ぬ
間
に
小
雪
止
み
い
る
青
い
空

　
　

歩
を
止
め
靴
の
紐
締
め
直
す 

岡
本
ま
さ
子

ぽ
つ
ね
ん
と
烏
瓜
一
つ
ぶ
ら
下
が
り

　
　

秋
の
陽
浴
び
て
い
る
峡
の
道 

藤
田　

京
子

虫
か
ご
の
廊
下
の
隅
に
転
が
り
て

　
　

吾
も
転
が
る
子
ら
見
送
り
て 

城　
　

恭
子

死
に
際
の
母
を
お
も
わ
す
や
せ
月
が

　
　

わ
れ
に
つ
き
く
る
も
の
言
い
た
げ
に 

吉
村　

京
子

甲
斐　

信
子

中
谷
み
さ
を

小
藤　

淳
子

小
林　

洋
子

加
治　

紀
子

周
防
一
夜
会

田布施図書館　　　☎ 52‐２２８８

～新しく入った本の一部を紹介します～

●
話
題
の
本
●

『なんでも
　まる見え大図鑑』
 ジャクリーン・ミットン 著

　

宇
宙
、
生
物
、
人
体
、
歴
史
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
を
網
羅
し
、
も
の

ご
と
の
仕
組
み
や
成
り
立
ち
を
リ
ア
ル

な
Ｃ
Ｇ
で
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
化
し
た
図

鑑
。
調
べ
学
習
に
も
役
立
つ
本
。

e メールアドレス　library.tabuse@town.tabuse.yamaguchi.jp

ホームページ　　　http://library.town.tabuse.yamaguchi.jp
１月の休館日

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
な
な
く
さ
が
ゆ 

野
村
た
か
あ
き

い
え
の
お
ば
け
ず
か
ん 

斉
藤　
　

洋

な
い
し
ょ
に
か
ん
ぱ
い
！ 

宮
川　

ひ
ろ

家
庭
科
室
の
日
曜
日 

村
上
し
い
こ

て
ぶ
く
ろ
の
ふ
た
ご 

二
宮
由
紀
子

地
図
博
士
に
な
ろ
う
！ 

梅
澤　

真
一

ま
ば
た
き 

酒
井　

駒
子

イ
ル
カ
の
ひ
み
つ 
池
田
菜
津
美

　

人
間
の「
生
」の
深
淵
を
書
き
続
け
る

宮
本
輝
の
随
筆
集
。
異
父
兄
と
の
邂
逅

を
描
く「
兄
」、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
へ
の
旅

に
ま
つ
わ
る
回
想「
星
雲
」な
ど
、
全
14

篇
を
収
録
す
る
。

私
は
、
１
０
０
歳 
長
岡
三
重
子

60
代
か
ら
の
着
こ
な
し
レ
シ
ピ 佐

藤　

恵
子

お
も
ち 

入
江　

亮
子

地
方
消
滅 

増
田　

寛
也

お
か
げ
さ
ま
で
生
き
る 

矢
作　

直
樹

晩
鐘 

佐
藤　

愛
子

誤
断 

堂
場　

瞬
一

探
偵
少
女
ア
リ
サ
の
事
件
簿 

東
川　

篤
哉

イ
ン
デ
ッ
ク
ス 

誉
田　

哲
也

深
海
の
人
魚 

森
村　

誠
一

逢
魔 

唯
川　
　

恵

●
話
題
の
本
●

児
童

一
般

◆
お
し
ゃ
べ
り
箱
お
は
な
し
の
会

　

１
月
24
日（
土
） 

午
前
10
時
30
分
～

※
場
所
は
図
書
館
２
Ｆ
講
座
室

『いのちの姿』
宮本　輝  著

（Ｈ24年４月２日～Ｈ25年４月１日生まれ）

６日（金）　孫サロン
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毎週月曜日、祝日
祝日の振替 13 日（火）、月末整理 31 日（土）

社
会
福
祉
協
議
会

☎
53
‐
１
１
０
３

柳井警察署だより
 ☎ 23 ‐ ０１１０

http://www.police.pref.yamaguchi.jp/
1040/index.htm

（
11
／
21
～
12
／
20
受
付
分
）

田布施保育園 子育て支援センター ☎53 ‐ １０１２ ０１２
たぶせ

大変だ！

でもあせらずに 110番

○いたずら 110 番禁止
　　いたずら 110 番やウソの通報は、法律に触

れるだけでなく、真に助けが必要な人への対応
ができなくなりますので、絶対にやめましょう。

○急がない用件は総合相談電話
　　110 番は、急いで警察官を現場に派遣する

ための緊急電話です。警察に対する相談や問い
合わせ、苦情など緊急でないものは総合相談電
話（#9110）に連絡してください。

　　緊急でない相談などで 110 番回線が塞がっ
ていると、本当に急ぐ事件や事故の届出を受け
ることができなくなります。

《子育ての名脇役、孫育ての　　
みなさんを応援しています》

◎施設開放

＊ 

喜
寿
の
記
念
と
し
て

長　

合　

福
田
康
博
・
悦
子

＊ 

開
店
記
念
日
に
際
し
て

㈱
山
口
銀
行　

田
布
施
支
店

＊ 

ち
び
っ
こ
ま
つ
り
バ
ザ
ー
売
上
を

田
布
施
町
母
子
保
健
推
進
協
議
会

＊ 

社
会
福
祉
事
業
へ

匿
名
１
件

＊ 

香
典
返
し　

新　

川　

野
坂
健
二
（
母
）
滿
枝

大　

田　

長
光
幸
夫
（
母
）
ス
ミ
子

石　

迫　

前
田
哲
生
（
父
）
力

定
井
手　

小
嶋
輝
久
（
母
）
吉
子

中　

西　

西
村
征
典
（
父
）
誠
治

上　

ゲ　

山
本
栄
彦
（
妻
）
敦
子

西
田
布
施　

東
南
哲
夫
（
父
）
博

新　

川　

弘
津
洋
子
（
夫
）
健
男

尾
津
西　

大
前
惠
美
子
（
夫
）
憲
治

＊ 

電
動
ベ
ッ
ド

尾　

迫　

小
牧
俊
信

＊ 

エ
ア
ー
マ
ッ
ト

蓮　

輪　

倉　

克
佳

＊ 

福
祉
車
両

砂　

田　

髙
根　

満

　～１月 10 日は 110 番の日～
　「事件・事故にあった。目撃した。」などの緊急
時には、すぐに 110 番してください。担当の警
察官が順番に必要なことをお尋ねしますので、落
ち着いて答えてください。

　～ 110 番利用  ３つのポイント～
○通報場所は正確に
　　110 番通報の際は、目の前に見える建物やバス

停、橋など目標となる物を教えてください。警察
官を派遣するために最も大切なことは、通報され
たあなたのいる場所を正しく特定することです。
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講  座
講
や
さ
し
い
手
話
教
室

　
　
　
　

～
入
門
編

◇
日
時　

２
月
７
日（
土
）

　

午
前
10
時
～
正
午

◇
内
容　

・
ミ
ニ
講
座
「
あ
い
さ
つ

　

と
国
名
を
学
ぼ
う
」

・
実
践
「
手
話
う
た
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

◇
場
所　

高
齢
者
い
き
い
き
館

◇
講
師　

手
話
サ
ー
ク
ル「
き
・
ら
・
ら
」

◇
参
加
費　

無
料

◇
申
込
締
切　

２
月
３
日
（
火
）

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

田
布
施
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
53
‐
１
１
０
３

以下は広告スペースです。「広報たぶせ」の内容とは関係ありません。

◇
持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
、

味
噌
汁（
塩
分
チ
ェ
ッ
ク
の
た
め
）

◇
申
込
方
法　

２
月
３
日
（
火
）
ま

で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
む

◇
主
催　

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
52
‐
４
９
９
９

講  座
講
不
妊
を
考
え
る
集
い

　

多
く
の
人
に
、
不
妊
に
つ
い
て
の

理
解
と
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
の
催
し
を
開
催
し
ま
す
。

◇
日
時　

３
月
８
日（
日
）

　

午
後
１
時
～
午
後
５
時

◇
内
容

・
講
演
会　
（
講
師
：
産
婦
人
科
医

　

師
、
不
妊
治
療
経
験
者
）

・
不
妊
専
門
相
談
会

　
（
予
約
制
・
先
着
順
）

※
相
談
会
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
２

月
27
日
（
金
）
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

◇
場
所　

　

周
南
総
合
庁
舎　

さ
く
ら
ホ
ー
ル

◇
参
加
費　

無
料

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

山
口
県
健
康
増
進
課

　

☎
０
８
３
‐
９
３
３
‐
２
９
４
７

講  座
講
み
ん
な
で
健
康
！

　
　

い
き
い
き
講
座

　
「
健
康
な
生
活
習
慣
を
心
が
け
た

い
け
ど
１
人
で
は
続
か
な
い
」
そ
ん

な
人
に
お
す
す
め
の
講
座
で
す
。
生

活
習
慣
を
振
り
返
り
、
参
加
者
同
士

で
励
ま
し
合
い
な
が
ら
、
健
康
へ
の

一
歩
を
踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
日
時　

２
月
10
日（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

◇
内
容

・
講
話

　
「
生
活
習
慣
を
振
り
返
ろ
う
」

　

～
食
事
・
運
動
・
休
養
の
３
本
柱
～

・
調
理
実
習

　
「
野
菜
プ
ラ
ス
１
皿
の
工
夫
」

◇
場
所　

西
田
布
施
公
民
館

◇
対
象
者　

健
康
に
関
心
の
あ
る
人

◇
参
加
人
数　

30
人
程
度

◇
参
加
費　

無
料

20
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金
加
入
手
続

お知らせ
知

　

国
民
年
金
は
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
人
全
員
が
加
入
し
、
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
る
よ
う
法
律
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
納
め
ら
れ
た
保
険
料

は
、
老
後
や
、
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害

が
残
っ
た
と
き
、ご
家
族
が
亡
く
な
っ

た
と
き
な
ど
に
年
金
と
し
て
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
保

険
料
を
納
め
て
い
な
い
期
間
が
あ
る

と
受
け
取
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
20
歳
に
な
っ
た
ら
必
ず
国
民

年
金
の
加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

た
だ
し
、
会
社
に
お
勤
め
で
厚
生

年
金
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
人
、

国
家
・
地
方
公
務
員
の
人
、
公
立
・

私
立
学
校
の
教
職
員
の
人
な
ど
に
つ

い
て
は
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

  

学
生
の
人
で
保
険
料
を
納
め
る
の

が
困
難
な
場
合
は
、
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。
学
生
で
な
く
て

も
、
30
歳
未
満
で
本
人
お
よ
び
配
偶

者
の
収
入
が
一
定
額
以
下
で
あ
れ

ば
、「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」に
よ

り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま

す
。
な
お
、
制
度
を
利
用
さ
れ
る
際

に
は
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◇
問
合
せ
先　

・
徳
山
年
金
事
務
所

　

☎
０
８
３
４
‐
31
‐
２
１
５
２

・
健
康
保
険
課

　

☎
52
‐
５
８
０
９

普
通
救
命
講
習
Ｉ

（
３
時
間
）

講  習
講

◇
日
時　

２
月
15
日（
日
）

　

午
前
９
時
～
正
午

　
（
受
付
：
午
前
８
時
30
分
か
ら
）

◇
場
所　

光
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

◇
講
習
内
容　

成
人
の
心
肺
蘇
生

法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
な
ど

※
動
き
や
す
い
服
装
で
受
講
し
て
く

だ
さ
い
。

◇
募
集
人
数　

20
人
程
度

◇
受
講
料　

無
料

◇
申
込
方
法

　

消
防
署
に
備
え
付
け
の
申
込
書
を

提
出（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）、
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://119.city.hikari.

lg.jp/ info/kyuukyuu.htm

）
か
ら

申
し
込
む

　

◇
問
合
せ
先

　

光
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部　消

防
課

　

☎
０
８
３
３
‐
74
‐
５
６
０
３

　

FAX
０
８
３
３
‐ 

74
‐
５
６
１
１

　豊かな自然に恵まれ、歴史と伝統をうけついだわ
たくしたち田布施町民は、力を合わせ、活力にみち
未来に輝く田布施を築くため、この憲章を定めます。

町の木

クロガネモチ

町の花

コバノミツバツツジ

田 布 施 町 民 憲 章

　１.　健康で明るいくらしにつとめます
　１.　豊かな心を養い、文化を高めます
　１.　暖かい家庭を築き、伸びゆく力を育てます
　１.　人に親切にし、互いに助けあいます
　１.　きまりを守り、平和なふるさとをつくります

　滞納が続くと、納期から本税（料）納付までの経過日数に
応じて延滞金が加算されます。督促手数料や延滞金を含めて
完納とならない場合、滞納処分を受けることになります。
　やむを得ず納期限までに納付できない事情のある人などの
納付に関する相談もお受けします。

１月・２月
休日・夜間納税（相談）窓口

◇納付場所　  町役場１階 税務課窓口
◇対象および内容の問合せ先

■休日昼間納税（相談）窓口（８:30 ～ 17:00）
　１月 25 日（日）   ２月 22 日（日）
■平日夜間納税（相談）窓口（～ 20:00）
　１月 30 日（金）   ２月 27 日（金）

　町県民税・固定資産税・軽自動車税
　　　　　　………税　務　課 ☎５２- ５８０４
　国民健康保険税 ･ 後期高齢者医療保険料 ･ 介護保険料
　　　　　　………健康保険課 ☎５２- ５８０９
　保育料および児童クラブ保育料
　　　　　　………町民福祉課 ☎５２- ５８１０
　町営住宅使用料および駐車場使用料
　　　　　　………建　設　課 ☎５２- ５８０７
　下水道受益者負担金…建　設　課 ☎５２- ５８１７

○町県民税　　　　　　　　　　（４期）
○国民健康保険税・介護保険料　（７期）
○後期高齢者医療保険料　　　　（７期）

今月の
納期

以下は広告スペースです。「広報たぶせ」に掲載している内容とは関係ありません。

人口と世帯 人口 15,883  人

  男 7,566  人 
  女 8,317  人 
世帯 7,003 世帯

（増減 － 13 人）（12 月１日現在）
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広
報
た
ぶ
せ

  NO.937

平
成
27
年

１
月
９
日

＊
「
広
報
た
ぶ
せ
」
の
点
字
版
ま
た
は
音
訳
テ
ー
プ
を
お
届
け
し
ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
53
‐
１
１
０
３
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

田布施町合併60周年記念

ロゴマーク・キャッチコピー　入選作品 が決定しました

　平成27年１月に合併60周年を迎えることを記念
して、ロゴマークおよびキャッチコピーの募集を行
いました。選考委員会による審査の結果、ロゴマー
ク、キャッチコピー共に最優秀賞１点、優秀賞２点
を選考しましたのでお知らせします。
　入賞作品は今後行われる合併60周年記念行事や
記念誌での活用を予定しています。この広報にも早
速ロゴマークとキャッチコピーの最優秀作品が使用
されていますので、探してみてください。

松宮　和子さん

大浴　紗那さん 藤井　春佳さん

ロゴマーク最優秀作品

ロゴマーク優秀作品

キャッチコピー最優秀作品

キャッチコピー優秀作品

『絆深めて 60 年　ともに未来へ　田布施町』
　　　中田　正美さん・藤田　敬太郎さん

『来て！ 見て！ 住んで！ ふれ合って！！
  いい町　田布施』　　　爲

ためくに

國　俊江さん

『この町が好き！！ 田布施町』
　　　藤　麟

りんざぶろう

三朗さん

　全長 20.3㎞のコースを中学生１部（８チー
ム）、高校の部（2チーム）、一般１部（３チーム）
は６区間で、小学生の部（18チーム）、中学生
２部（７チーム）、一般２部（７チーム）は 11
区間で、タスキをつなぎました（全 45チーム
参加）。

■チーム成績 （タイム）

つながる心

  第 50 回記念
  町内一周駅伝競走大会

【12月14日（日）】

小学生の部
１位　城南ホタル 1°15’15”
２位　西小Ａ 1°17’25”
３位　麻郷小Ａ 1°18’07”

中学生１部
１位　陸上部Ａ 1°08’47”
２位　陸上部Ｂ 1°11’49”
３位　男子バスケット部Ａ 1°18’43”

中学生２部
１位　陸上部短距離Ａ 1°14’45”
２位　陸上部短距離Ｂ 1°24’54”
３位　女子バスケット部 1°27’56”

高校の部
１位　熊毛南高校陸上部 1°22’35”
２位　熊毛南高校ソフトテニス部 1°28’59”

一般１部
１位　東消防署 1°14’40”
２位　ＴＡＣ 1°22’38”
３位　ＪＥ３ 1°28’54”

一般２部
１位　ＴＡＣ 1°19’03”
２位　大晃機械Ａ 1°29’54”
３位　東サッカーＳＳ 1°31’47”


